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サイト名 ジャストギビング シューティングスター

創業 2010年3月9日～ 2013年6月12日～

資金の受取対象 非営利団体 企業・団体・クリエイター

課金形態 寄付 購入

仲介実績 11億円 1億円

ジャストギビングとシューティングスター。
ふたつのクラウドファンディングサイトで総計12億円の仲介実績。

国内最大のクラウドファンディング運営チーム



著名人ファンドレイザー（寄付を呼びかける人）の例
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5,500名超の一般ユーザー、
400名超の著名人が利用

・高橋尚子さん
・佐藤真海さん
・奥野史子さん
・朝原宣治さん
・松下浩二さん
・潮田玲子さん
・為末大さん
・有森裕子さん
・長塚智広さん
・有村智恵さん
・東尾理子さん
・横峯さくらさん
・宮里美香さん
・丸山茂樹さん
・源純夏さん
・田中雅美さん
・秋山成勲さん
・井上康生さん
・鈴木桂治さん
・野村忠宏さん
・篠原信一さん
・藤井秀梧さん
・田臥勇太さん

・山中伸弥さん
・三浦雄一郎さん
・古田敦也さん
・栗山巧さん
・SHIHOさん
・道端ジェシカさん
・蛯原友里さん
・押切もえさん
・栗城史多さん
・浜崎あゆみさん
・蜷川実花さん
・今井了介さん
・加藤あいさん
・新妻聖子さん
・辺見えみりさん
・伊勢谷友介さん
・伊藤英明さん
・高田延彦さん
・向井亜紀さん
・井上雄彦さん

ほか多数
順不同

ご利用者の例

山中伸弥様 三浦雄一郎様 為末大様 高橋尚子様

田中雅美様 井上康生様 潮田玲子様 佐藤真海様
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スポーツを通じてファンドレイズ

スポーツ大会を活用したファンドレイズ

ランナーがNPOを選択し、
友人へ寄付を呼びかける。

一定金額のファンドレイズを
条件に、出走権を提供。



4Stockport 10kBupa Great North Run

ロンドンマラソン
1981年以来、4.5億ポンド（607億円）、１大会で5000万ポンド(約67億円)

4
スポーツ大会との提携・海外事例
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大学研究・教育機関でのファンドレイズ

たくさんの支持が大きな支援の呼び水に
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企業とともにファンドレイズ

企業にファンドレイズをお願いする
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ボランティアとしてのファンドレイズ

支援者にファンドレイズをお願いする



自治体との提携事例

税金だけに頼らない自治体経営



団体紹介

2010年3月9日創業。4年間で寄付総額11億円、寄付件
数10万件を達成。約1,000の登録NPO団体を支える国
内最大のクラウドファンディングサイトへと成長。オ
リンピアン、パラリンピアンなど400人を超える著名
な方々にもご利用頂いています。

団体概要

名称 一般財団法人ジャスト・ギビング・ジャパン

所在地 東京都千代田区麹町2-6-10 麹町フラッツ5階

評議員 渋澤健：（公財）日本国際交流センター理事長

古田敦也：スポーツ解説者／元プロ野球選手

山内直人：大阪大学大学院国際公共政策研究科教授

理事 佐藤大吾（代表理事）

湯本優：プロアスリート／医師

小澤隆生：ヤフー株式会社執行役員

アドバイザー 水野弘道：コラーキャピタル(英国)パートナー

事務局長 梶川拓也

古田敦也
（評議員）

渋澤 健
（評議員）

山内 直人
（評議員）

湯本 優
（理事）

佐藤 大吾
（代表理事）

梶川 拓也
（事務局長）

小澤 隆生
（理事）

水野 弘道
（アドバイザー）

役員一覧

流通寄付総額（千円） 11億円

ファンドレイザー件数 6,000件

寄付件数 105,000件

登録NPO数 1,000団体

創業以来の累積



個人寄付 四カ国比較

個人寄付総額
（寄付白書2013／
GIVING KOREA2010 ）

名目GDP
（外務省経済局14年4月）

１人当たり名目GNI
（外務省経済局14年4月）

人口
（総務省統計局13年9月）

日本 6,931億円 59,611億ドル 47,870ドル 1億2,730万人

米国 18兆2,433億円
（2,289億ドル）

162,446億ドル 52,340ドル 3億2,010万人

英国 1兆1,597億円
（93億ポンド）

24,758億ドル 38,500ドル 6,310万人

韓国 6900億円
（6兆9,000億ウォン）

11,296億ドル 22,670ドル 4,930万人

個人寄付はまだまだ伸びる！

（日本）個人寄付：法人寄付＝4：6
（米英）個人寄付：法人寄付＝7：3
（韓国）個人寄付：法人寄付＝6：4

日本は人口もGDPも英国の約2倍。一度の寄付体験が、継続寄付、
寄付の習慣化へとつながる。寄付の機会をできるだけたくさん用意
することが有効であるといえる。

例：donors choose（米国） 例：JustGiving（英国） 例：happy bean（韓国）
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募金
街頭・店頭募金

寄付つき商品（コーズマーケティング）
記念硬貨・切手・年賀はがき
寄付つき自動販売機
1L for 10L
クレジットカード（1回のみ・継続引落）

モッタイナイ寄付
書き損じハガキ・ペットボトルキャップ
金歯・携帯電話・衣服など

ポイント寄付
JALチャリティマイルの運営

ファンドレイズという概念

オンライン寄付
クラウドファンディング
モバイルギビング

スポーツを通じた寄付
参加費上乗せ寄付
ファンドレイズランナー

企業ファンドレイズ
職域募金（１回のみ・継続引落）
マッチング・ギフト

金融
社会貢献型定期預金
特定寄付信託（プランド・ギビング）
遺贈・相続

個人寄付 主な手法

英米同様に浸透しつつある手法 英米と比較しておくれを取っている手法
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世界規模のスポーツ大会と寄付推移のイメージ ※毎年開催の世界大会は除く

ラグビーWC（イングランド）
FIFA女子WC（カナダ）
世界陸上（北京）
世界水泳（ロシア）
バレーボールWC
世界卓球

夏季五輪(リオデジャネイロ)

世界陸上（ロンドン）
世界水泳（メキシコ）
世界卓球
WBC

冬季五輪（平昌）
FIFA WC（ロシア）
世界バレー

東日本大震災

ラグビーWC（日本）
FIFA女子WC
世界陸上
世界水泳（韓国）
アジア大会（ハノイ）
バレーボールWC
世界卓球

冬季五輪（ソチ）
FIFA WC（ブラジル）
世界バレー

2019年3月
新国立競技場完成

予定

1兆円達成！

7人 / 10人

（※）計算方法：寄付白書によると、2012年になされた寄付は15歳以上人口の46.7%にあたる4759万人から6931億円。「国民総人口」と「一人あたり寄付額」が変わらないことを前提とすると、寄付1兆円に必要な人数は1兆円
÷6931億×4759万人＝6866万人。この数字は15歳以上人口（1億202万人）の約67％となり、東日本大震災時の寄付者割合（68.5%）とほぼ同等規模に該当する。

目標：2020年個人寄付1兆円！① ～10人中7人が寄付する社会へ（※）～

100,000
100,000

2030年・・・・・

・
・
・

10兆円達成！

夏季五輪（東京）
世界卓球



2012年現状
（出典：寄付白書2013）

2020年目標

個人寄付総額 約7000億円 1兆円

個人寄付者数 約4800万人（平均約1.5万円） 6667万人（平均1.5万円の場合）

例：文化スポーツ分野 個人寄付総額 150億円
1500億円

例：文化スポーツ分野 個人寄付者数 100万人（平均1.5万円の場合） 1000万人（平均1.5万円）

目標：2020年個人寄付1兆円！② ～スポーツドナー1000万人構想～

例：2020年東京オリンピック・パラリンピック大会推進議員連盟
1000万人スポーツドナー小委員会（座長 遠藤利明衆議院議員）

東京五輪等における個人を対象としたオンライン寄付プラットフォームの構築を通じ、
日本発の新しいオリンピック・パラリンピックレガシーとなることを目指す。
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個人寄付１兆円時代に向けて

整備された寄付インフラを
もっと活用する。

• 寄付税制
• NPOの情報公開ルール整備
• クレジットカードやモバイルなど決済手段の多様化
• ヤフー、ジャストギビングなどオンライン寄付事業者

寄付機会を増やす。

• 寄付ムーブメントを起こすための絶好の機会としての「東京五輪」。
• スポーツを通じた寄付はアスリートやスポーツ施設だけでなく、教育、福祉、
文化、芸術といったあらゆる分野の寄付へとつながる。

• 個人寄付1兆円の達成に向けて、すべてのスポーツ大会に寄付機会を。

企業には寄付ではなく
ファンドレイズを依頼する。

• 企業が支援対象となる競技をひとつ決定。2020年まで継続支援を行う。
• 社員は競技の歴史や見どころを学び、試合を観戦し、体験する。
• 企業単位で社員からの寄付を取りまとめる。競技団体や選手からは企業と
社員を対象に、お礼、表彰、その他の特典も。


